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～将来にわたり、公共施設を安全で便利に使い続けるために～

「袋井市公共施設白書」を作成しました
人口の増加や市民ニーズなどに対応するために整備してきた公共施設の多くで、老朽化が進んでいます。将来にわ
たって公共施設を安全で便利に使い続けていくためには、上手に工夫して取り組むことが必要です。

「袋井市公共施設白書」（以下、「公共施設白書」とします）は、公共施設に関する現状や課題を多くの皆さんと共有し、今
後どうしていくべきかを一緒に考えるために作成したものです。
本特集では、「公共施設白書」の概要をお知らせします。　問企画政策課企画室　☎44-3105

▽
公
共
施
設
を
取
り
巻
く
現
状

　

袋
井
市
で
は
、
人
口
の
増
加
や
市
民
ニ
ー
ズ

な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
保
育
所
・
幼
稚
園
・

学
校
・
公
民
館
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
市
営
住
宅

な
ど
様
々
な
公
共
施
設
等（
※
）の
整
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
、
公
共
建
築
物
の
約
半
数
が

建
築
後
30
年
を
経
過
す
る
な
ど
老
朽
化
が
進
ん

で
お
り
、
近
い
将
来
、
大
規
模
改
修
や
建
て
替

え
な
ど
に
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
今
後
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少

な
ど
に
伴
い
、
社
会
保
障
費
な
ど
の
歳
出
の
増

加
や
市
税
な
ど
の
歳
入
の
伸
び
悩
み
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
等
の
整
備
費
用
が

十
分
に
確
保
で
き
な
い
財
政
状
況
に
あ
る
と
い

え
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ニ
ー
ズ

の
変
化
な
ど
に
効
率
良
く
対
応
で
き
る
よ
う
、

公
共
施
設
等
の
あ
り
方
を
見
直
す
こ
と
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
現
状
を
共
有
化
し
、
一
緒
に
考
え
る

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
公

共
施
設
等
の
現
状
に
関
す
る
情
報
を
共
有
化
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
公
共
施
設
等
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
す
る
た
め

に
作
成
し
た
の
が「
公
共
施
設
白
書
」で
す
。

（
※
）本
白
書
に
お
い
て「
公
共
施
設
等
」と
は
、
公
共

建
築
物（
い
わ
ゆ
る「
ハ
コ
モ
ノ
」）の
ほ
か
、
道
路

や
橋
り
ょ
う
・
上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設

も
含
む
も
の
と
し
ま
す
。

公
共
施
設
白
書
の
目
的

　
「
公
共
施
設
白
書
」で
は
、
本
市
の
人
口
推
移

や
財
政
状
況
、
公
共
施
設
等
の
全
体
の
現
状
、

今
後
必
要
と
な
る
更
新
費
用
と
確
保
で
き
る
予

算
と
の
差
を
埋
め
る
た
め
の
方
策
な
ど
を
整
理

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、「
公
共
施
設
白
書
」に
整
理
さ
れ
た

課
題
や
解
決
策
を
踏
ま
え
、
適
正
な
公
共
施
設

等
の
あ
り
方
を
検
討
す
る「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」に
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
白
書
の
活
用

　
「
公
共
施
設
白
書
」の
対
象
と
す
る
公
共
施
設

等
は
、
平
成
26
年
11
月
現
在
で
市
が
所
有
す
る

公
共
建
築
物
や
イ
ン
フ
ラ
施
設
で
す
。

対
象
と
す
る
公
共
施
設
等

市が所有する公共施設には、次のようなものがあります。
種別 施設の例

学校教育・子育て施設 小・中学校、保育所、幼稚園など

文化・社会教育施設 公民館、月見の里学遊館、図書館など

保健・医療・福祉施設 保健センター、病院、老人福祉センターなど

スポーツ施設 体育館、体育センター、B&G海洋センターなど

公営住宅 市営住宅など

そのほかの施設
市役所・支所庁舎や消防施設のほか、広くは道
路や橋りょう、上下水道などのインフラ施設も
含みます。

公共施設の保有状況は？
◇袋井市の保有する公共施設のう

ち、公共建築物は131施設、総延
べ床面積は232,822平方メートル
で、エコパスタジアムの約2.8倍と
なっています。

◇類型別に保有状況を見ると（図1「類
型別の建築物総延べ床面積の保有
割合」参照）、学校教育施設が最も
大きな割合を占めており、延べ床
面積は約104,642平方メートルで
全体の約45%を占めています。

学校教育施設
…45%

文化施設
…11%

病院施設
…11%

市庁舎など
…8%

保育所・幼稚園など
…8%

その他
…18%

図1…類型別の建築物
総延べ床面積の保有割合
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1
人
口
の
見
通
し

　

本
市
の
人
口
は
、
今
後
減
少
し
て
い
く
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
年
齢
区
分

別
人
口
の
構
成
割
合
を
見
る
と
、
少
子
高
齢
化

が
進
む
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す（
図
２「
年

齢
区
分
別
人
口
の
構
成
割
合
」参
照
）。

　

こ
の
よ
う
な
人
口
の
変
化
に
伴
い
、
公
共
施

設
等
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
需
要
も

変
化
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

公
共
施
設
等
に
関
す
る
現
状
と
課
題

2
財
政
の
状
況

　

歳
入
は
、
現
状
で
は
著
し
い
増
減
は
見
込
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
人
口（
特
に
、
生
産

年
齢
人
口
）の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
税
収
の
増
加

を
見
込
む
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

一
方
、
歳
出
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど

に
よ
り
扶
助
費（
児
童
・
高
齢
者
・
障
害
者
・
生

活
困
窮
者
な
ど
を
援
助
す
る
た
め
に
要
す
る
経

費
）の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
反
面
、
公
共
施
設
な

ど
の
社
会
資
本
を
整
備
す
る
た
め
の
経
費
で
あ

る
投
資
的
経
費
の
財
源
確
保
は
さ
ら
に
厳
し
く

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す（
図
３「
歳
出
状
況

の
推
移
」参
照
）。
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38.6%

50.7%

10.7%

図2…年齢区分別人口の構成割合（推計値）
（人）

（年度）H26 H31 H36 H41 H46 H51 H56 H61 H66H21

■…老年人口（65歳以上）
■…生産年齢人口（15～64歳）
■…年少人口（0～14歳）

86,927人

66,100人

3
公
共
建
築
物
の
築
年
別
整
備
状
況
と

老
朽
化
の
状
況

　

公
共
建
築
物
の
築
年
別
整
備
状
況
を
見
る

と
、
昭
和
44
年
２
月
に
東
名
高
速
道
路
・
袋
井

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
設
さ
れ
た
時
期
以
降

に
整
備
さ
れ
た
施
設
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
特
に
昭
和
50
年
代
に
は
、
学
校
教
育

施
設
を
中
心
と
し
て
多
く
の
施
設
の
整
備
が
集

中
し
て
い
ま
す（
図
４「
築
年
別
の
整
備
状
況
」参

照
）。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
同
時
期
に
整
備
さ
れ
た

施
設
の
更
新
時
期
が
集
中
的
に
到
来
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

図3…歳出状況の推移

図5…建築経過年別の延べ床面積

0年以上～10年未満…10.3%

10年以上～15年未満…6.6%

15年以上～20年未満…3.3%

20年以上～25年未満…10.3%

25年以上～30年未満…15.6%30年以上～35年未満…22.6%

35年以上～40年未満…24%

40年以上…7.4%

　

ま
た
、
建
築
経
過
年
別
の
延
べ
床
面
積
を
比

較
す
る
と
、
半
分
以
上
の
施
設
が
、
一
般
的
に

大
改
修
を
必
要
と
す
る「
建
設
後
30
年
以
上
」を

経
過
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す（
図
５「
建

築
経
過
年
別
の
延
べ
床
面
積
」参
照
）。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
近
い
将
来
に
訪
れ

る
多
額
の
財
政
負
担
を
要
す
る
施
設
の
更
新

や
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
事
故
発
生
リ
ス
ク

な
ど
に
的
確
か
つ
効
率
良
く
対
応
す
る
た
め
、

今
か
ら
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

経過30年以上が、全体の54%！

図4…築年別の整備状況（延べ床面積）
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袋井IC開設
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総延べ床面積は、23.3万㎡
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1
公
共
建
築
物
の
将
来
更
新
費
用

　

公
共
建
築
物
の
将
来
更
新
費
用
は
、
今
後
40

年
間
で
総
額
１
，０
８
１
億
円
、
１
年
当
た
り
で

27
億
円
と
推
計
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
直
近
５
年
間
平
均
の
既
存

施
設
更
新
投
資
額
は
13
・
１
億
円
で
、
今
後
は
こ

の
約
２
・
１
倍
の
更
新
費
用
が
必
要
と
見
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
必
要
と
さ
れ
る
更
新
費
用
は
、

年
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
す
で
に

差
し
掛
か
り
つ
つ
あ
る
大
規
模
改
修
の
山（
第
１

波
⋮
平
成
26
～
35
年
度
）と
、
平
成
50
年
度
代
に

訪
れ
る
建
て
替
え
の
山（
第
２
波
⋮
平
成
51
～
58

年
度
）を
い
か
に
し
て
平
準
化
す
る
か
に
つ
い
て

も
課
題
と
な
り
ま
す
。

2
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
将
来
更
新
費
用

　

イ
ン
フ
ラ
施
設
の
将
来
更
新
費
用
は
、
今
後

40
年
間
で
総
額
１
，８
８
１
億
円
、
１
年
当
た
り

で
47
億
円
と
推
計
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
直
近
５
年
間
平
均
の
既
存

施
設
更
新
投
資
額
は
７
・
４
億
円
で
あ
り
、
今
後

は
こ
の
約
６
・
３
倍
の
更
新
費
用
が
必
要
と
見
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

内
訳
と
し
て
は
、
特
に
道
路
と
上
水
道
の
更

新
費
用
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
等
を

将
来
新
し
く
す
る
費
用
の
見
込
み

3
公
共
建
築
物
と
イ
ン
フ
ラ
施
設
を

合
わ
せ
た
将
来
更
新
費
用

　

公
共
建
築
物
と
イ
ン
フ
ラ
施
設
を
合
わ
せ
た

将
来
更
新
費
用
は
、
今
後
40
年
間
で
総
額
２
，

９
６
２
億
円
、
１
年
当
た
り
で
74
億
円
と
推
計

さ
れ
ま
し
た（
図
６「
将
来
更
新
費
用
の
推
計（
公

共
建
築
物
＋
イ
ン
フ
ラ
施
設
）」参
照
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
直
近
５
年
間
平
均
の
既
存

施
設
更
新
投
資
額
は
20
・
５
億
円
で
、
今
後
は
こ

の
約
３
・
６
倍
の
更
新
費
用
が
必
要
と
見
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

₄
同
一
人
口
規
模
自
治
体
と
の
比
較

　

下
表「
現
在
の
既
存
更
新
額
に
対
す
る
将
来
の

１
年
当
た
り
の
更
新
費
用
の
割
合
」は
、
１
年
当

た
り
将
来
更
新
費
用
の
試
算
結
果
と
、
直
近
５

年
間
平
均
の
既
存
施
設
更
新
投
資
額
の
比
率
に

つ
い
て
比
較
し
た
も
の
で
す
。

　

公
共
建
築
物
に
つ
い
て
は
平
均
よ
り
も
状
況

は
良
い
反
面
、
道
路
・
橋
り
ょ
う
・
上
水
道
は

平
均
よ
り
も
状
況
が
厳
し
い
と
い
う
結
果
に

な
っ
て
い
ま
す（
た
だ
し
、
下
水
道
に
つ
い
て

は
、
本
市
で
は
直
近
５
年
間
で
の
更
新
投
資
が

な
か
っ
た
た
め
デ
ー
タ
な
し
）。

　

そ
し
て
、
公
共
建
築
物
と
イ
ン
フ
ラ
を
合
わ

せ
た
総
合
計
で
も
、
全
国
平
均
で
は
約
３
・
２
倍

（
３
２
３
・
１
％
）で
あ
る
の
に
対
し
、
本
市
は
約

３
・
６
倍（
３
６
１
・
４
％
）で
あ
り
、
よ
り
状
況

が
厳
し
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

◉現在の既存更新額に対する
　将来の1年当たりの更新費用の割合

種別 全国平均値 中央値 袋井市

公共建築物 222.3% 304.5% 206.5%

道路 417.2% 419.5% 499.7%

橋りょう 576.1% 1,755.4% 868.8%

上水道 462.9% 616.9% 655.7%

下水道 452.8% 372.2% なし

総合計 323.1% 358.4% 361.4%

0
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150図6…将来更新費用の推計（公共建築物＋インフラ施設）
■…公共建築物　■…インフラ施設

（億円）
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こ
れ
ら
の
将
来
更
新
費
用
は
、
総
務
省
が
推

奨
す
る「
公
共
施
設
等
更
新
費
用
試
算
ソ
フ
ト
」

（
一
般
財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財
団
が
開
発
）

を
使
用
し
て
、
現
在
保
有
す
る
公
共
建
築
物
及

び
イ
ン
フ
ラ
施
設
を
、
耐
用
年
数
経
過
後
に
同

規
模
・
同
構
造
で
更
新
す
る
と
仮
定
し
て
推
計

し
た
概
算
の
金
額
で
す
。

今後40年間の更新費用総額は、約2,962億円

今後見込まれる1年当たりの
更新費用は、約74億円

平成24年度 総務省調査対象のうち、同一人口規模（人口5万人～10万人）
20自治体と比較。

74

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
将
来
に
わ
た
っ

て
公
共
施
設
等
を
安
全
か
つ
便
利
に
利
用
し
て

い
く
た
め
、
公
共
施
設
等
に
関
す
る
課
題
や
本

市
の
特
性
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
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。
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「袋井市公共施設白書」を作成しました特集

方針1　施設保有量を適正化します！
◇変化していく市民ニーズも見据えながら、公共施設等の保有総量縮減を図ることで、必要となる将来

更新費用や管理運営コストを削減し、本当に必要な施設を保有し続けられるようにします。
◉具体的な取り組み
　①施設の統合や廃止の推進　
　②施設の新規整備の慎重な検討
　③民間や近隣自治体施設の活用
　④施設利用者の適正規模を考慮した調整
　⑤まちづくりの方向性を踏まえた検討

このような現状を知っていただくため、地域座談会や公民館長会議などに出向いて説明を行っています。

方針2　管理運営の効率化を図ります！
◇公共施設等の管理においては、建て替えや大規模改修以外にも多額の費用が必要となります。そのため、保

有し続ける施設についても管理運営の効率化を図り、管理運営コストの縮減を図ります。
◇保有施設の有効活用の観点からは、管理運営方法の工夫により、市民ニーズに合致したより望ま

しい公共サービスの提供を目指していきます。
◉具体的な取り組み　①経費の縮減　②収入の確保　③PPP/PFI（※）手法の活用

（※）「PPP（パブリック・プライベート・パートナーシップ）」とは、公民が連携して公共サービスを行うスキーム
　　（枠組みを持った計画）で、「PFI（プライベート・ファイナンス・イニシアティブ）」はPPPの代表的手法の1つです。

方針3　安全性の確保と長寿命化をともに推進します！
◇今後、公共施設等の老朽化の進行に伴い、安全性に対する懸念が高まっていきます。このような懸念

に対処すべく、安全性の確保を図るために適切なメンテナンスを行っていきます。
◉具体的な取り組み
　①継続的に点検・診断、メンテナンスを行っていく体制の整備　②長寿命化の推進

袋井市公共施設マネジメント
今後の取り組み方針

未来の袋井市のまちづくりのため、皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。

さらに…
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「袋井市公共施設白書」は、市ホームページで全ページ版・
概要版・ダイジェスト版を公開しています。ページ右上の
検索窓に「公共施設白書」と入力してください。


